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貝類分布から海流や海況を推理する

;百山尚(燃料部)･小滝一三(東北区水産研究所)

HisahiIs宜IYAMAKazu血iK0TAKI

はじめに

過去の生物である化石を研究するためには現在の生

物の分布状態や生息環境を調べることが大切である.

筆者らはデｰタの少たい東北日本の海域に生息する貝

類について長年調査をしてきたがこうして得られた試

料から東北地方の太平洋側における海流や海況を推定

することを試みてみた.

日本周辺の海流

海流は海洋の中を流れる大河ともいわれているカミわ

が国の近海の海流図としては従来からよく知られてい

るものに第1図がある.

この図の中にみられる黒潮暖流とは地球の自転に支

配されて太平洋を東から西へ流れる北赤道海流がノレソン

島の東沖までくるとバシｰ海峡から流れだす南シナ海

の大陸沿岸水や地形などの影響によって北東へむかう

流れにかわる.これか黒潮でもとの北赤道海流との

ちがいは黒潮のほうが塩分濃度が低くなっていること

である.

こうして発生した黒潮は沖縄諸島の西側の沖を東シ

ナ海の沿岸水の影響をうけながら北上し奄美大島の北

西方でわかれた分流は対馬暖流となって日本海へむかう

が黒潮本流のほうは奄美大島と大隅半島の間をぬけ

内地の沿岸水が発達する太平洋沿岸ぞいの沖を50km

前後の幅と200～400mぐらいの厚さをもって平均時

速4kmほどの速さで北上しつづける.
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こうして夏には金華山の沖までいくが冬は銚子の沖

あたりで太平洋へむかって東および北東方へと流れカミひ

ろがっていきやカミて北太平洋海流につらなる.その

後は北米の西岸沖を南下して再び北赤道海流として復活

するがこの一巡には3～5年の年月がかかるという.

このように黒潮カミ熱帯の海域から北上してくる間には

その周りの海水も混入するが黒潮の流れに接する周囲

の海水にくらべると高温･多塩であることが大きな特

徴になっている.

一方寒流の親潮はべ一リング海に始まりオホｰツ

ク海の低塩分の冷水もとりいれながらカムチャッカ半

島から千島列島ぞいに北海道の南岸をへて三陸沖方面

へ200～400mぐらいの厚さでゆっくりと幅ひろい流れ

をつくっている.

ユ､ぴそうして南から北上してきた黒

℀

燃反な/
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策1図目本近海の海流図(宇目ヨ道隆水産試験所報告第6号1935)

潮と接するが親潮は低温のため

高密度だから黒潮暖流の下へもぐ

りこみ潜流となってさらに南下

していく.

すたわち金華山から銚子へかけ

ての海域は黒潮暖流と親潮寒流

がいったりきたりしている水域と

いうことになる.

流路のきめ方

海流の測定には海流ビンや潮

流板潮流計などを使ったり船

位置の偏位や水色透明度水温

塩分溶存サンソpHなどの分

布を調べこれらを総合して流路

や流速を推定している･

いま1例として海流ビンを使う�
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第2図

左:漂流ビン投入点及びその

拾得地(31年7月21目)

右:海流ビンによる海流推定

図(31年10月)

(底魚情報9号,11号)

場合をあげてみるとビｰノレなどの空きビンに特製のノ･

ガキと砂を入れたものを海へ多数投入しこれらを取得

したり漂着した地点と目時を調べる.この方法は投

入から発見までの途中でどんな経路をたどったかはわか

らないカミ海流の行き先や速さについてのおおよその傾

向をしることはできる(第2図参照).

ているのは表層水では変化が激しすぎるためである.

第4図は1980年9月の同じ海域における水深100mの

水温分布図であって第3回との間には26年もの隔たり

カミあるにもかかわらず面図を比較してみると津軽暖

流親潮第1分枝暖水塊(第3図のW｡とW肛)黒潮分

流暖水舌などのあり方がよく似ている.

襟裳岬沖から三陸沖へかけての海況

第3図は東北海区に属する海域の海況を立体模型的に

描いたものだが水深の基準を0mでなく100mにおい

襟裳岬沖から三陸沖に生､蔓､する貝類

東北区水産研究所や岩手県の調査船と宮古水産高校

の実習船などの協力のもとにこの海域に生息する貝類
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第3図

本州東岸沖合における水塊･海流分

布構造の立体模式図(0㎜より上の

陸地を削り取り海面から100mま

での海水を汲み出し144℃線を境

として2個のブロックに切離した

場合).曲線は等温線(℃).1954

年8月の海況

(川合英夫東北区水産研究所報告

好第25号1965)�
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を底びき網によって採集した結果は採集地点が89ケ所.

種類は多板綱に属するもの1腹足綱に属するもの94

掘足綱に属するもの5斧昆綱に属するものカミ68で合

計すると168種になった.

このほかに津軽海峡をはさんで北海道の亀田半島側

と本州の下北半島側の海岸や鮫(八戸市)と能ケ崎(岩

手県)の海岸などに生息する貝類も調べてみた.第5

図はこれらの採集位置を示したものだカミ水深1,250m

地点は東大海洋研の淡青丸によるドレッジである.

貝類分布と3要素

わが国は四囲を海にとりかこまれしかも黒潮暖流と

親潮寒流の影響をうけているから生息する貝の種類カミ

とても多い.すなわち暖流だけに生息する貝もあれば

寒流域だけのものあるいは両者にまたがる海域に生息

する貝もみられ概算では500C種に及ぶともいわれてい

る.

そこでこれらの貝の中の一つ一つカミ北緯何度から何
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第4図1980年9月の100m水温(漁海況速報第516号)
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日本的要素

第5図採集位置と扇形グラフ

度までの間の海に生息しているかを調べること

によってつぎの3系統の三つの要素にわけてみ

た.

暖流系:3ゴN以南から生息している貝類(側

イポニシ25｡～41oN)

寒流系:41.N以北まで生息Lている貝類｡

ただし南限は3ザN(側クロタマキ

ビ3ヅ～5ポN)

日本的要素:31｡～4ゴNの間だけに生'壱､する貝類

(側ミノシラスナガイ36｡～41.N･

ただしビロウドタマキは31｡～41｡の間

に生息するが青森県～岩手県の海域で

とれたものは対馬暖流に関係あるもの

としベニグリ31｡～42｡については

虻を越えているので寒流系とした)

生態グラフと3要素

採集した貝類をただ分類してみただけでは

理解しにくい点もあるのでグラフを使って表

現してみた.第6図は第5図中の採集地点

I皿孤wでとれた貝類の場合を例にと

って生態グラフの描き方を示したものである.

その詳細をユ(尻尾崎)について記してみると

ここで採集した貝はヨメガカサ(太平洋側の生島

は北緯12｡～51｡)カモガイ(23㌧41｡)コウダカ

ァォガィ(23㌧蜥)イシダタミ(～0～41｡)�
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暖流系(D)
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寒流係(K)青ユ
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(水深80m)

くまれるカミ皿(水深220m)は

暖流系を欠きlV(水深330m)

は寒流系のみから狂る.

この方法で底びき網による89

の採集地点と8つの海岸採集

地点について採集されたおの

おのの貝に関する3要素を扇

形グラフで表わしたのカミ第5図

である.

暖流系(D)
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第6図

パイロタマガ

40｡
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生態グラフの図解
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寒流系(K)

エノワスレ

寒流系(K)

�〵〰�　

ケンヨウレラトリ

アｰス

シ■オ

アラスカニソキ

アヤボラ

40｡

クビレグロスケガイ(22｡～41｡)クロタマキビ(39｡～56｡)

アラレタマキビ(～O｡～41｡)タマキビ(26｡～42｡)イポ

ニシ(25｡～41｡)などであったカミこのうちでクロタマ

キビだけが寒流系に属し他は暖流系ということになる.

�����

貝類の分布から海流の推定

第5図の扇形グラフをみると

各採集地点には暖流や寒流の影

響カミどの程度およんでいるかカミ

わかるのでそれらの割合を考

慮しながら暖流と寒流の流れを

推定して描いたのが第7図であ

る.

第5図をながめると下北半

島東北端の尻尾崎に暖流の影響

かもっとも強く現れておりな

お鮫や鰭ケ崎などの海岸にも暖

流の影響カミ顕著なので津軽海

峡をぬけた対馬暖流の行くえと

して尻尾崎から本州の海岸ぞ

いに南下する量の多いことがわ

かる.

北海道側では亀田半島東端の

恵山岬をまわって噴火湾側へも

対馬暖流の分流が流れこんでい

るように描いたのはかって筆

者らがこの半島の津軽海峡側と

噴火湾側に生息する貝類を調べ

て生態グラフを描いたところ

ほぼ同じような形になったから

である･これは両者の環境カミ似ていることを意味し

津軽海峡をぬける対馬暖流の1部が噴火湾側へも流入し

て同じように影響をあたえていることを示している

(第8図参照).

っぎにこれらの暖流系の貝類についておのおのの生

息緯度を横にとり祖カミら次々と積み重ねて生態グラフを

描きこれと寒流系のグラフ(クロタマキビ)との面積の

割合を扇形グラフで表わしてみた.

皿皿wの図も同じようにして描いたものでI(水

深80m)には暖流系と日本的要素と寒流系の3要素がふ

結局このようにして暖流と寒流の流れを描いた第7図

は前掲の第3図や第4図と比べてみてもそれほどの

大差はない結果をもたらすことになった･

襟裳岬沖青森県東方沖岩手県沖の3海況の比較

第5図に示した襟裳岬沖～三陸沖の海域を“襟裳岬�
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第7図貝類分布(第5図)から描いた海流図

沖"“青森県東方沖"“岩手県沖"の三つの海域にわけ

て水深100m以深で採集した貝類(採集貝類一覧表参照)

をもとに生態グラフを描きこれらの3海域の海況を比

較してみた.

襟裳岬沖では29地点から71種を採集したがこのうち

の4種については生息範囲がまだ確認されてい狂いも

のであった.

青森県東方沖では16地点から62種を採集したカミ生息

範囲が未確認のものが5種みられた.

岩手県沖では32地点から60種を採集したが生息範囲

の確認されてい狂いものが7種あった.

そこで生息範囲カミわかっている貝類だけをもとにし

三つの海域ごとに各海域内で採集した全種類の生息範

囲をつみ重ねて生態グラフを描きなお理解しやすいよ

一1暖榊沮帯j曄寒傑寒帯

Oo1Oo20.300400500600700工可

第9図襟裳岬沖青森県東方沖岩手県沖海況の比較

噴火湾側
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第8図恵山岬をはさんだ両海域の比較

津軽海峡側は6地点で86種.噴火湾側は5地点

で35種を採集したので噴火湾側のグラフの高さを

2.5倍して点線で表わした

うに3者の高さを一定にし他の部分を比例作図し直し

たものを重ね=ることによってこれら3海域を比べてみ

たのが第9図である.

この図をみると左右へわずかずつのズレがみられ低

緯度の暖かい方から高緯度の冷たい方へかけて青森県

東方沖→岩手県沖→襟裳岬沖の海域順にならびまた亜

寒帯と寒帯の要素もこの順にふえて冷たい海域になって

いくことを示している.

つぎにこれら3海域の水深100m以深に生息する貝類

の中から寒流系に関係あるものだけをとりあげて3海

域ごとに生態グラフを描きさらに前述の要領で高さを

一定にして重油たものカミ第10図である.

この図をみると青森県東方沖と岩手県沖のグラフカミ

互いにからみ合ったよう祖形に放ってよく似ているカミ

これは両海域カミほぼ同じような寒流の影響下にあること

を示している.またこれら二つの海域に比べると襟

裳岬沖のグラフは青森県東方沖～岩手県沖の海域よりも

亜寒帯や寒帯の部分が厚くなっているので寒流の影響

がやや強くおよんでいることも理解されるであろう.

おわリに

海流図を作図するためには各種の観測や化学分析を

必要とするが海洋はたえず流動しているからだだ1

回だけの観測デｰタによって仕上げたものはその時期

についてだけの状況を表わしたものにすぎたいことにな

る.したがって長期間にわたって観測をつづけなけれ

ば校らなlv･.

筆者らの方法は生息する貝類の分布を根拠として海

流や海況を推定しているが貝類はおのおのの生息環境

に適した場所に住みつき魚類のように広範囲に動きま

わることは狂いので貝類を採集した海域のほぼコンス

タントな状態を表わしているものといえるのではなかろ

うか｡

なお読者の中にはつぎのような疑問をいだく人力§い�
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採集貝類一覧表(100m以深)

種'類�生息緯度{N〕��採.集地点数������

�����種類�生息緯度㈹��撰集地点数�

�(太平洋側)�北海道南方沖�青森県東方沖�岩手県沖��(太平津側)�北海道南方沖�青森県東方沖�岩手県沖

多板矧�����ヤゲンイクチ�36～43�3�1�2

湖まだひざらがい科の1種��ユ���フタ'マンシ�4r�2��

腹足綱�����カワムラエゾイクチ�35㌧41｡�1��

カワムラスカシガイ�38｡～42｡���2�エゾイグチ�39｡山44｡�3�ユ�4

クラキシロガサ�41｡�1���ヤゲンクダマキ�35㌧41｡�1��

スジェビス�40㌧63｡���ユ�コウジフタマンシ�41｡～45｡�1��

ケホリシタダミ�33㌧40｡��工��くだまきがい科の1種��1��

りそつぼ科の1種����1�オオスイフ･ガイ�40～42�1��一一一1

エジキリガイダマシ�3帥～44''�8�5��一すいふがい科の1種����1

ホソェｰゾキ肘イダマシ�39㌧4r�3�6�1�,掘足綱����

いとかけがい科の1種���2��セトモノツノガイ�33｡～40｡��1�

くりむしがい科の1種����1�ツノガイ�3r-4ぴ��1�

やどりにな科の1種���ユ��キタノツノガイ�40｡～41｡��3�1

ヒメェゾネジヌキ�40｡山42｡�1���ヒナツノガイ�40｡��1�i

エゾプネガイ�36㍗～46�2�1�1�サクライハラブトツノガイ�35｡～40｡��1�

ランジダマ�39㌧42｡�1��2�斧足綱����

ウスイ･ロタマツメタ�36｡～72｡�3���キララガイ�.32㌧42｡�1�2�

バイイロタマガイ�34｡?山72｡�1��1�ツボミキララ�.33㌧40｡��1�

コシタカタマガイ�39㌧42｡�1���カラフトキララ�39㌧4グ�7�3�

ふじつがい科の1種����ユ�コグルミ･ガイ�39｡山59o�5��

アヤボラ�搬～蹴�11.�8�19�ミガキロウバイ�35｡～41｡�1��

イセヨウフタ�25?～40｡��2��サガミロウバイ�35｡～41｡�1��

ヨウラクヒレガイ�33｡～40｡��2��アラボリ.ロウバイ�33｡～41｡�3�2�

アラ万カヅノオリイレ�39｡～59｡�1���フネソデカイ�41｡�2��

ツノオリイレ�34㌧40｡��1��コルデンソデカイ�31㌧41｡�1�2�

あくきがい科の1種��1��ユ�アラスジソデカイ�31｡～39｡���1

フジタバイ�36｡～41｡�1��2�スモモソデガィ�41㌧72｡�3��

モロハバイ�38㌧42｡���ユ�エゾソデカイ�38㌧51｡�2�3�2

ヒメナガバィ�41㌧56｡�2���コベルトフネガイ�30㌧43｡���1

ナガバイ�37｡～45｡一��1��キタノフネガイ�39｡～42｡���1

ウスカワバィ�39㌧53曲�3��3�シコロェガイ�34｡～41｡��1�

ヒナバイ�39出���1�ミタマキガイ�31｡～40｡��1�

シライトマキ�35㌧〃�3�4�17�ベニグリ�31｡～42｡���1

トウダイバイ�41～42｡一�2���ナミジワジラスナガイ�31｡～41｡�1�1�2

ヒメジライト㌣キ�3ポ～〃･�1�2�ユ0�ミノシzス之ガイお暮しら推あ･い科あ1種�36｡山41｡���2

クビレバイ�39｡���1���3�9�6､

ロシアバイ�4工㍗～好�1���イガイ�31㌧〃���1

オオェッチ手ウバイ�41｡�1���エゾヒバリガイ�35｡山51｡��3�

ツパイ�40｡�2�1��マメヒバリガイ�33｡山40｡���1

ツムバイ�39㌧ケr�1��3�トバニシキ�40｡山55宮�1��9

ケセンボソバイ�41｡～6ぴ�1���ニクイロナデシコ�一〇㌧42��2�

ネジヌキバイ�39㌧60㍗�6�1�4�アズマニシキ�31｡～42｡��1�

ネジボラ�36｡山45｡�1�3�1�イタヤガイ�30㌧42｡���1

ミドリホソバイ�41｡�1���アラスカニシキ�39｡～56｡�2�1�3

ヒメニシ�31｡～40｡��3��アラナミマカシワ�28｡～40｡��ソ�

ダルマナサバイ�35｡山39｡���1�ナミマガシワモドキ�39｡山57｡���1

チヂミエゾボラ�36｡山43｡�3�ユ�ユ4�アブスカシフオ･�35?～70�3�ち�1

クリイロエゾボラ�41｡山50｡�2���コェゾシラオカイ�38｡～42｡�1�ユ�

コエゾボラモドキ�39㌧41｡�1�1��エゾシラオ�35｡～45｡�4�5�8

ヤセェゾボラ�40㌧56㌧�6�2��カガミマルフミガイ�39ト47｡�1��

エゾボラモドキ�39｡～42｡�4�4��クマアサリ�41｡�6�2�2

ヒメエゾボラモドキ�33｡～40山���1�クロマルフミガイ�33｡～42｡��8�3

エゾボラ�41｡山71｡�,5���ケシザルカイ�31｡～40｡��1�

フジイロエゾボラ�39㌧51｡�1���ヒラシオガマ�23㌧41｡�1��

ミギマ1キタテゴトナシボラ�39㌧5ゲ�1��2�イシカケガイ�34｡～43台���2

ドバイソニナ�38｡～42｡��1��コゲライシカケガイ�38｡～72｡�“�2�3

トウイト�32｡～41｡��1��ウバトリガイ�39㌧42｡�1��2

マユツクリ�33｡}40｡��6�2�ざるがい科の1種����1

リクゼンボラ�36｡～41｡�2��2�エゾワスレ�39｡山45｡�4�4�1

.えぞばい科の1種���1��ケショウシラトリ�33㌧72丁�2�1�

ムシボタル�25｡山40｡��1��キヌマ土イ･ガイ�25㌧41��ユ�

ホンヒタチオビ�35㌧41｡�1�1��きぬまといがい科の1種���1�2

オオヒタチオビ�36㌧42｡��3�8�クチベニデ�'31㌧4グ���1

エゾゴロモ�五1｡�1���ヒ｡ロカタビラ�34｡～42｡���1

ウスカワコロモガイ�41｡～43｡�1���ヒメジャクシガイ�31｡～4ゴ�2�2��
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第10第9図における寒流の影響の比較

��

るかもしれない.それは①貝類は魚のように簡単に

移動したいとしても長い間には入れ代わりカミ庄いか②

ある場所に生息する全種類の採集が可能がなどの2点

であろう.

この問題については例えば同じ海岸へ何回か行って

みるとそのつど採集される貝の種類は多少ちカミってい

るのカミふつうだしまた生息している全種類を一つ残ら

ず完全に採集することも実際には不可能と思われる.

ゆえにたまたまある地点へ貝の採集に行きそのとき

にみつげた種類だけについて生態グラフを作製しても

それはある特定の目の偶然の現象であってそこに生､富､

する貝類のコンスタント荏状態を表わしているものでは

ないという懸念カミわくがこれについては次のよう荏証

明カミある.

第11図の生態グラフは元地質調査所員の大山桂氏カミ

伊豆半島の白浜で5回にわたって採集した貝のデｰタを

拝借して描いたものである.

I回目

皿回目

III回目

IV回目

y回目

1951年9月24目

1952年8月30目

1954年12月

1963年9月5目

1966年10月23日

109種を採集

80種を採集

85種を採集

110種を採集

53種を採集

以上5回にわたる採集地は同じ場所だが季節も年月も

ちがっている.採集種類数がもっとも多かったのは4

回目の110種だが少放いときは約2分の1の53種にな

っている.放お5回目の53種というのは1!0種のと

きと比べて両者の共通種だけが採集されたという意味で

はなくてもちろん共通種は多いが53種の中には110

種中にふくまれていない種類もみられる.

��

伊豆白浜����

I(109種)11ユ951.9,24=����

O｡�10｡�20日�30回�40｡

■!､､����

���

1�,一1一���

�����

｡'一�I-1I���

���

｡･'�11一���

���

n(80種)r一…一'一'.一■.`一一■一'一･一一�111���

ユ952.8.30�一一ミ���

』､����

O｡�10｡�20｡�30｡�40｡

���

!｡'�へ'I･'1戸1}1'ノ11語'1`���

｡〆�'���

'm185種)'一一'…'`一一'一一仙一一一一一'�`､���

1954.12.7�､���

､一､����

O｡�10｡�20｡�30c�40｡

lV(110種)����

������

か�1O｡�2n｡�3∩｡�4Ω｡

〰��〰㌰〴〰

Y(53種)1言

1966･10･29一＼､

○も10｡グぴ30宮4ぴ

第11図伊豆白浜の生態グラフ

第11図をみると採集した種類数をもとにして描いた

実線のグラフは山の高さも形もちカミっているカミこれ

を前に述べたように高さを同じ比率にして点線のグラフ

に描きなおしてみたところこれら5つのグラフの形は

それぞれ似たようなものになってしまった.

このことはある地点における貝類の生息環境を考え

る場合に“その場所へ何回も採集にいかなくても1回

だけの採集でおおよその傾向はつかめる"といっても

よいのでは在かろうか.

このような筆者らの研究手段は現生種貝類と共通種

の多い新生代の貝化石や貝塚について往時の生息環境

をしることカミできるがまた海洋学や水産学の分野など

にも多少なりと役に立つことカミあれば幸いである･�


